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個別注記表 
 

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）資産の評価基準及び評価方法 

①有価証券の評価基準及び評価方法 

ⅰ子会社株式及び関連会社株式 

移動平均法による原価法 

ⅱその他有価証券 

Ａ時価のあるもの 

事業年度末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、 

売却原価は移動平均法により算定) 

Ｂ時価のないもの 

移動平均法による原価法 

②たな卸資産の評価基準及び評価方法 

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法） 

ⅰ商品 

移動平均法 

ⅱ包装機械 製品・仕掛品 

個別法 

ただし、自社製作の共通部品については、先入先出法 

ⅲ冷間鍛造 製品・仕掛品 

総平均法 

ⅳ原材料 

移動平均法 

ⅴ未成工事支出金 

個別法 

ⅵ貯蔵品 

最終仕入原価法 

（２）固定資産の減価償却の方法 

①有形固定資産 

定率法 

ただし、平成10年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）及び平成28年４月１日以

降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物      ３～50 年 

機械及び装置  ２～15 年 

②無形固定資産 

自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく 

定額法 

③長期前払費用 

均等償却 

（３）引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率を基に今後の回収

可能性を勘案した率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を

検討し、回収不能見込額を計上しております。 

②賞与引当金 

従業員の賞与支給に備えるため、当事業年度に負担すべき支給見込額を計上しております。 

③役員賞与引当金 

役員の賞与支給に備えるため、当事業年度に負担すべき支給見込額を計上することとして

おります。 
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なお、当事業年度に計上すべき金額はありません。 

④製品保証引当金 

当社製品の無償保証期間に発生する無償修理費に備えるため、過去の実績に基づく発生見

込額を計上しております。 

⑤製品補償引当金 

当社製品の瑕疵担保責任に基づく製品補償損失に備えるため、発生見込額を計上すること

としております。 

なお、当事業年度に計上すべき金額はありません。 

⑥退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上

しております。なお、退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己

都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。 

⑦役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。 

（４）収益及び費用の計上基準 

売上高及び原価の計上基準 

製品（包装機械の一部）及び重要な請負工事については、当事業年度末までの進捗部分につ

いての成果の確実性が認められる場合において、工事進行基準（進捗率の見積りは原価比例

法）を適用しております。また、その他の場合については工事完成基準を適用しております。 

（５）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

税抜方式によっております。 

 

２ 貸借対照表に関する注記 

（１）有形固定資産の減価償却累計額 

4,683,763 千円 

（２）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

短期金銭債権      1,194,225 千円 

短期金銭債務         40,407 千円 

３ 損益計算書に関する注記 

関係会社との取引高 

 売上高          3,651,652 千円 

 仕入高          106,280 千円 

 販売費及び一般管理費  33,041 千円 

 営業取引以外の取引高  153,233 千円 

４ 株主資本等変動計算書に関する注記 

  自己株式の種類及び株式数 

 
当事業年度期首

株式数(株) 

当事業年度 

増加株式数(株) 

当事業年度 

減少株式数(株) 

当事業年度末 

株式数(株) 

自己株式 

普通株式 

 

52,529 

 

40  

 

－  

 

52,569 

合計 52,529 40  －  52,569 

  （注）普通株式の自己株式数の増加 40 株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 
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５ 税効果会計に関する注記 

  繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

（繰延税金資産）  

賞与引当金 93,896 千円 

退職給付引当金 5,639 千円 

役員退職慰労引当金                                                         36,124 千円 

製品保証引当金 20,281 千円 

長期未払金 40,010 千円 

たな卸資産評価損否認額 25,277 千円 

減損損失 131,283 千円 

投資有価証券評価損 21,043 千円 

繰越欠損金 2,160 千円 

その他 39,351 千円 

繰延税金資産 小計 415,068 千円 

評価性引当額 △233,768 千円 

繰延税金資産 合計 181,300 千円 
  

（繰延税金負債）  

買換資産圧縮積立金 △101,739 千円 

その他有価証券評価差額金 △413,320 千円 

繰延税金負債 合計 △515,060 千円 

繰延税金負債の純額 △333,759 千円 

 

６ 関連当事者との取引に関する注記 

関連会社等 

種類 
会社等

の名称 
所在地 

資本金 

（千円） 

事業の 

内容 

議決権の 

所有(被所有) 

割合 

関連当事者

との関係 
取引の内容 

取引金額 

（千円） 
科目 

期末残高 

(千円) 

子会社 

日本機械 

商事㈱ 

東京都 

千代田区 
50,000 

各種包装機械 

並びに包装 

機械プラント 

の販売 

所有 

直接 100% 

包装機械等 

の販売 

役員の兼任 

包装機械等 

の販売 
2,151,110 

売掛金 

前受金 

699,675 

627,931 

日本機械 

商事㈱ 

大阪府 

大阪市 

中央区 

50,000 

各種包装機械 

並びに包装 

機械プラント 

の販売 

所有 

直接 83% 

包装機械等 

の販売 

役員の兼任 

包装機械等 

の販売 
1,381,989 

売掛金 

前受金 

492,342 

288,006 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注)1 包装機械等の販売については取引の都度価格交渉のうえ、市場の実勢価格をみて価格を決定しており 

ます。 

2 上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

3 当社は関連会社であった日本機械商事株式会社（本社：大阪府大阪市中央区）の株式を追加取得し、同社を 

連結子会社としております。このため、上記の取引金額にはみなし取得日（平成29年６月30日）以前の取 

引金額を含めて記載しております。 

 

７ １株当たり情報に関する注記 

（１）１株当たり純資産額 1,524 円 56 銭 

（２）１株当たり当期純利益           88 円 39 銭 

８ その他の注記 

記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。 
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